






















































































































































































































BOLERO（Bill of Lading Electronics Repository Organization）とは、SWIFTやTT－
CLUB［Through Transport (mutual insurance association）CLUB］が発起人で、設立され
た。





的存在をうたっている。BOLERO と TEDI（Trade Electronic Data Interchange）は共に貿易
金融EDIと呼ばれている。
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貿易金融EDIに対するメリットは、まず書類偽造、変造が防止される。B/Lの危機の解消策であ
る書類の搬送が迅速化される。それゆえに搬送コストの削減、搬送中のリスクが削減される。また
電子書類の保管管理の迅速化により、一元化などがされやすい。そして、貿易関係書類の処理効率
の向上がなされ、そしてチェック作業の簡素化、もしくは自動化される。
もともと、貿易金融のEDIのデメリットは何かといえば、「安全性」の問題であった。これは技術
面だけでなく法制面、行政面、事務面、運用面などいろいろな局面におけるリスクにたいするもの
で、偽造・変造リスクの回避、安く確実な保管管理など安全な取引が期待されるが、難しい面があ
り、特に、「貿易関係書類相互間のチェック」においてチェックを自動化にするのは大変であった。
貿易取引は、物品の売買契約、物品の運送、代金決済などにより金融取引をその主要な構成要素
とするため、その過程において、売買当事者、銀行、運送業者、通関業者、検数・検量業者、倉庫
業者、保険会社、許認可官庁、港湾管理当局等、異なる国々の多種多様な業界・業種に支えられて、
取引が履行されていく。
電子書類の価値は、第一に、貿易取引を考えた場合、実際にはネットワークに参加する数が問題
となる。第二に、電子書類の価値は電子書類を使用している企業がいかに数多くの相手先と取引を
しているか、どれほどの規模なのかで決まる。
したがって、貿易取引を電子化する場合、このように異なる業界・業種の多数の関係当事者が関
与し、異なる法律の関係当事者間で電子書類の交換がおこなわれるという事実を踏まえて、法律的
に安全で確実な環境を構築する必要がある。
同様に、輸入者、輸出者、船会社、通関業者などの貿易当事者の電子化が進んでいる。その中で、
SWIFTのTSU（Trade Service Utility）は世界のグローバルスタンダードになりうるもので、銀
行間のメッセージ電子化から入ったものであるため、浸透力は十分にある。そして彼らは、TSU
を活用することで、企業のサプライチェーンマネジメントや船会社、通関業者の電子化ネットワー
クの同じ土俵に上がれるようになった。
銀行はTSUを活用し、伝統的なL/C決済と送金決済に加えて、第３の貿易決済としてのTSU決
済を創出し、ファイナンスや各種貿易サービスの強化につなげていくことが大事である。
また、今後銀行間の貿易データの電子化であるTSUとアジアの荷主と税関の間の貿易データの
融合が図られることが、真のSupply Chain Managementの発展のために必要であろう。
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